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ここが 

ポイント 

◆令和７年度は、戦後 80 年と港区平和

都市宣言 40 周年にあたります。 

◆本事業は、学生世代からなる周年事

業委員会の皆さんが中心となって進

めていきます。 

事業費 25,683 千円 

 

課 長  人権・男女平等参画担当  小坂 

☎   03－3578－2007（直通） 

係 長  総務課 人権・男女平等参画係  堀口 

☎   03－3578－2026（直通） 

資料５ 

 

問合せ 

みんなと結ぶ「へいわ」 

港区平和都市宣言 40 周年事業 

 

港区平和都市宣言 40 周年事業 概要 

令 和 ７ 年 ４ 月 24 日 

港 区 長 記 者 発 表 

 令和７年度は戦後 80 年にあたり、港区平和都市宣言(※1)40 周年の年です。港区基本

計画では、宣言の認知度の数値目標を令和８年度末に 65.0％としていますが、区民世

論調査の結果をみると、宣言の認知度は低下(※2)しています。また一方で、ウクライナ

やパレスチナ情勢をはじめ、国際平和を取り巻く社会情勢は緊迫化しています。 

 こうした中、戦争の悲惨さや核兵器の脅威、平和を希求する思いを区民と共有し、

未来に受け継いでいくため、『みんなと結ぶ「へいわ」～港区平和都市宣言 40 周年

～』をテーマに掲げ、様々な事業を令和７年度を通じて実施します。本事業は、学生

世代からなる周年事業実行員会の皆さんが中心となって進めていきます。 

 

(※1) 港区平和都市宣言… 

(※2) 宣言認知度の低下… 

世界の恒久平和と核兵器の廃絶を広く訴えるため、昭和 60 年

８月 15 日に宣言しました。 

 令和元年度：36.2％、令和５年度：28.7％ 

この他にも、戦争・戦災体験集の発行、折り鶴の再生・循環プロ 

ジェクトへの参加、公募型モザイクアート、情報デザインとデジ 

タルアーカイブを研究テーマとする東京大学大学院の渡邉英徳研究 

室と連携した取組などを行い、幅広い世代が平和について考える 

機会を提供します。 

周年事業の集大成 

として実施！ 

６月     ふれ愛まつりだ!芝地区への出展 

 ６月～８月  港区平和青年団の長崎派遣、 

       港区中学生の広島派遣 

７月上旬～    
  ９月下旬 

７ 月 下 旬  学生が伝える原爆の図展 

８ 月 下 旬  平和のつどい～若者が伝える平和の想いと未来～ 

1 0 月 中 旬  区民まつり出展 

  巡回平和メッセージ展 

  平和のつどい ～みんなと結ぶ「へいわ」～ 

 

平和展 


